
 

 

 

韓国研究の魁 崔書勉 日韓関係史を生きた男    橋本明 著 

 

昔日、亡命途中の崔青年を引き止めたのは当時の最高裁長官田中耕太郎だった。 

法を犯して日本に来た青年に再び出国という選択はないと説き、日本にあって役に立つ勉強をしなさいと言い含めた。 

爾来六〇年、年齢も九十歳をこえ二つの博士号を韓国で修めた。 

……この人物ほど奥深い内容を持つ人は現代韓国・日本社会を総じていないと感じる。 

足跡を追い歴史の中に生きた姿を顕わす実像に筆を進めよう。（「はじめに」より） 
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崔書勉 [チェ・ソミョン] 

1926 年 4 月 4 日、江原道原州生まれ。延祇専門学校政治科、忠南大学大学院文学博士、壇国大学文学名誉博士。 

第１回ＭＢＣドクト平和大賞ウサンボン賞受賞（2013 年）。 

1951 年 聖パンジコの家院長 

1960 年 日本亜細亜大学講師 

1969 年 東京韓国研究院院長 

1988 年 国際韓国研究院院長、理事長、安重根義者崇慕会理事、韓国モンゴル親善協会会長 

 

橋本明 [はしもと あきら] 

1933 年 5 月 24 日 横浜市生まれ 

1940 年 学習院初等科入学 

1956 年 学習院大学政治学科卒、共同通信社入社、社会部、国際局海外部、外信部を経てジュネーブ支局長、L.A.支局長、 

     国際局次長、IOC 報道委員、KK 共同広報センター長 

1998 年 退職、講演、執筆活動に専念。 

     著書：『チトー』（恒文社）、『平成の天皇』（文藝春秋）、『昭和抱擁』（日本教育新聞社）、 

     『平成皇室論』（朝日新聞出版）、『美智子さまの恋文』（新潮社）、『棄民たちの戦場』（新潮社） 


